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令和５年５月２日（火）みつは

黙働清掃

5月2日は「立春」から数えて88日目ということで「八十八

夜」となります。昔からこの日につまれたお茶を飲むと縁起が

よいと言われています。農業に従事（じゅうじ）している人が

多かった日本ではちょうどこのころ「田植え」の準備や「茶摘

み」などの作業を行う時期にあたっていたので、その目安とし

て考えていたのです。入学・新学年になり1か月がたちました。

４月の緊張が途切れる時期となり、集団生活に不安があったり

友達関係がうまくいかなかったり、勉強に興味が持てなくなっ

てしまうことも考えられます。昨日は大型連休の中日、好天に

も恵まれ生徒は昼休み元気の外で遊ぶ姿が見られました。

３年生 理科の実験

知識 × 気づき × 実践 ＝ 学び

４０ × ２０ × １ ＝ ８００

４０ × ２０ × ０ ＝ ０

さわやかな季節 ５月になりました。

３年生の理科の実験で浮力の学習をしておりました。

実際に水の中での重さを測ることで浮力を感じること

ができます。「知識や気づきがあっても、実践がなけ

れば意味がない」「学びというのはかけ算で、実践が

1でもあれば何倍にも膨らむけど、ゼロだったらゼロ

で終わる」という言葉があります。1でもやればすご

く大きくなります。1でもいいから、やればやっただ

け本物の学びにつながります。知識の習得から友達と

の対話で気づき、そして深い学び（実践）につながり

ます。

本校の清掃のテーマは

「黙働」です。市内の小学

校とも協力しながら「黙

働」を進めています。清掃

の時間は黙々と取り組む姿

は素晴らしいです。

職員室前の廊下掃除では

雑巾がけは横にかけ、ふき

残しがないように丁寧に行

う姿も大変立派です。

実践が０になると学びは０

１あれば大きな成果となる。


